
中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム 

平成29年度がん看護インテンシブコースⅡ 

がん患者のライフステージの様々な新ニーズに応える
高度な看護実践の展開 

米国における高齢がん患者を支える
ケアシステムと看護 

日時：2018年1月18日（木）18:00-19:30 
                    ※受付開始：17：30 

場所：保健学科研究棟2階203 
   （広島大学霞キャンパス） 

講師：CNS(専門看護師), OCN(がん認定看護師) 

   朝倉 由紀 先生 

主催：広島大学大学院医歯薬保健学研究科 
共催：高知県立大学大学院看護学研究科、岡山大学大学院保健学研究科、 
   徳島大学大学院医歯薬学研究部、山口大学大学院医学系研究科 

 【お問い合わせ・申し込み先】 
  広島大学 霞地区運営支援部学生支援グループ 平井 佑美子 
   E-mail：kasumi-gaku-g@office.hiroshima-u.ac.jp 
     ※お申し込みの際、お名前、ご所属をお知らせ下さい。 

がん高度実践看護師WG講演会 in Hiroshima 

司会：広島大学大学院医歯薬保健学研究科 教授 宮下 美香 

 ＊参加費無料 
 ＊駐車場補助券あり（必要な方は受付で声をお掛けください） 

  朝倉由紀先生は、Parker Adventist Hospital（米国コロラド州）で高度実践 

 看護師として緩和ケアコンサルテーション、緩和ケアプログラムの擁立を行う 

 とともに、Penrose-St. Francis Health Servicesにて、ナース・サイエンティスト 

 としてEBP促進と研究サポートを行っています。 

  講演では、米国における高齢がん患者を支えるケアシステムと看護について、 

 意思決定支援を中心にお話しいただきます。 

  皆様のご参加をお待ち申し上げます。 



会場はこちらです 

◆ 交通アクセス 

◆ キャンパスマップ 

バスをご利用の方 
 

 ・広島駅南口から 
  広電バス（5号線） 

    4番のりば発「大学病院」行のバス 

    ↓約15分、230円 

    終点(大学病院前)下車 

 ・紙屋町県庁前から 

  広島バス（23号線・23-1号(横県)線） 

    「大学病院」行のバス 

    ↓約20分、220円 

    終点(大学病院前)下車 

会場：保健学科研究棟2階203 

広島大学霞キャンパス 

〒734-8553 広島市南区霞1-2-3 

電話：082-257-5555（代表） 


